
     
 

２０２５年９月２５日 

損害保険ジャパン株式会社 

  

 

防災ジャパンダプロジェクトの新ワークショップ 

「交通ジャパンダ～きけんをさがせ！～」をリリース 
 

 損害保険ジャパン株式会社（代表取締役社長：石川 耕治、以下「損保ジャパン」）は、独自の防

災教育プログラムである「防災ジャパンダプロジェクト」※において、初の交通安全啓発のためのワ

ークショップ「交通ジャパンダ～きけんをさがせ！～」を特定非営利活動法人プラス・アーツ（理

事長：永田 宏和）と共同開発しました。 

 
※ 防災ジャパンダプロジェクト https://www.sompo-japan.co.jp/csr/environment/eco/bousai/ 

 

1． 概要 

 「防災ジャパンダプロジェクト」は、将来を担う子どもたちとその保護者を対象に体験型防災ワ

ークショップを行う取組みです。２０１１年に発生した東日本大震災で災害対応に従事した社員の、

“損害保険会社として果たすべき使命を形にしたい”という想いから誕生し、平時から災害時に身

を守るための知識や行動を身に付けてもらうことを目的としています。２０１４年から全国の自治

体や企業と防災イベントなどで開催し、累計約１２６,０００人（２０２５年３月末）にご参加いた

だいています。 

 今回は、子どもたちの事故防止への寄与を目的に、交通安全啓発ワークショップ「交通ジャパン

ダ～きけんをさがせ！～」をリリースしました。 

 

 
 

（１）内容 

  「交通ジャパンダ～きけんをさがせ！～」は、地図を見ながら身近に潜む危険を探して、正しい

交通ルールを楽しみながら身に付けることができるワークショップです。歩行者編と自転車編の二

種類があり、それぞれ小学校低学年を対象とした基本編と、高学年以上を対象とした応用編があり、

年齢に応じて構成されています。交通ルールの要点や解説は、大人にも有益な内容になっています。 

 

（２）対象 

 小学校入学前のお子さまや小学生、その保護者や先生 

 

 

https://www.sompo-japan.co.jp/csr/environment/eco/bousai/


  
  交通ジャパンダ実施の様子  

   

２．今後について 

 自治体や教育機関と連携して地域のイベントや授業で本ワークショップを実施することで、子ど

もたちの交通安全意識を高めて事故のない社会の実現に貢献します。 

 ＳＯＭＰＯグループのパーパスである「“安心・安全・健康”であふれる未来へ」を実現するた

め、あらゆるステークホルダーとの協働により、「損保ジャパンでよかった。ＳＯＭＰＯでよかっ

た。」と言っていただける会社を目指し、地域コミュニティの強化に取り組んでまいります。 

 
 

 
 

以上 


